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訂正箇所 

原       文 訂 正 文 
ページ 行 

1  19 例題１ 

問（１） 

 多数の同級生 

に配布し 

2  47 19行  ⑦00000001(2) → 補数    ⑧01010011(2) → 補数 

3  51 1-4行  次の計算をしなさい。ただし数値は4ビットの整数とし，減算は

補数を使って計算すること。 

①0100 ( 2 )－ 0011 ( 2 )      ②1110 ( 2 )－ 0010 ( 2 ) 

➂1101 (2)－0101（２）         ④1111 ( 2 )－ 1100 ( 2 ) 
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4  54 図2  
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5  61 図3  

 

 

6  61 図3 

キャプシ
ョン 

 CPU，1次/2次キャッシュメモリと主記憶装置の例 

7  62 手順1 

図 
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8  63 手順2 

図 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－5－ 

図書の記号・番号 

番号 
訂正箇所 

原       文 訂 正 文 
ページ 行 

9  63 手順3 

図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－6－ 

図書の記号・番号 

番号 
訂正箇所 

原       文 訂 正 文 
ページ 行 

10  68 3-4行  値を２ビ

ットで量子化してから符号化し， 

11  91 １１行  チェックディジット
check digit

 

12  91 １３行  （削除） 

13  91 17行  （削除） 

14  91 １７行  。この1ビットをパリティビット
parity bit

という。ただし 

15  93 6-7行  
公開鍵暗号方式または鍵共有方式で共有する方法をとっている。 

削除 

削除 
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16  93 側注⑤
および
⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17  93 図4 

キャプシ
ョン 

 SSL／TLS（共通鍵を公開鍵暗号方式で共有する場合） 

➎共通鍵暗号方式で利用する

共通鍵を安全に共有する方法

の一つである。大まかな手順

は次の通りである。 

1．送信側，受信側でそれぞれ

秘密鍵を準備する。 

2．送信側，受信側でそれぞれ

秘密鍵を利用して公開鍵を

計算し，相手に送る。 

3．送信側，受信側はそれぞれ

受け取った公開鍵と自分が

もつ秘密鍵を使用し，共通

鍵を算出するための数値を

求める。 

4．3で共有された数値を使い，

送信側も受信側も等しい値

の共通鍵を算出する(鍵共

有完了)。 

したりする

場合がある。 
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18  93 11行   

19  93 13行   

20  93 側注⑦   

21  128 9行  データの扱い 

22 １６２ 表5 

「値の取
り出し」 

 

 

 

 

23 134 表1 別添１ 別添１ 
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24 135 表2   

 

 

 

 

 

 

25 171 8行  込みメソッドなどを利用する。これらのメソッド 

26 171 図2 

右表 

 

図3 

右表 

 

図4 

右表 

 

図5 

右表 

 メソッド 

 

メソッド 

 

メソッド 

 

メソッド 
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27 171 図2キャ
プション 

 

図3キャ
プション 

 

図4キャ
プション 

 

図5キャ
プション 

 

 

 メソッドの例 

 

メソッドの例 

 

メソッドの例 

 

メソッドの例 

28 172 13行  メソッド 

29 179 3行  588N 

30 179 4行 

 

 

6行 

 

 N 

 

N 

 

31 ７２ 表１ 

 

 

ネットワークインタフェース 
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32 73 上の図  

 

 

 

 

 

 

 

           ネットワークインタフェース 

33 73 側注➍  

 

 

 

 

 

 

            ネットワーク 

インタフェース 

34 190 左から4
段目 

43-44
行 

  

 ネットワークインタフェース層・・・・・72 

35 191 左から3
段目 

33行 
 

 

 

削除 
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1  

 

 

 

 


